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ナシほ場でカラス被害防止対策を実施

豊明市内ナシほ場

モモ選果機導入の検討が始まる

ＪＡ尾張中央
小牧東部営農センター

「援農コントラクター制度」が開始される

小牧市内モモほ場

農業情報（令和３年３月号）

地域 報告内容 写真等

尾張

令和３年３月９日
　今年度、ＪＡあいち尾東豊明園芸組合果樹部（41名）のナシ生産者（２
名）のほ場で、例年にない程（全体量の１～２割程度）のカラスによる食
害が発生しました。うち１名の生産者から、農業大学校の農業者生涯教育
研修で紹介された、農研機構開発のカラス対策「くぐれんテグス君」を設
置してみたいとの相談があり、設置方法等について指導を行いました。令
和３年度は、生産者から効果を聞きとり、他の生産者へ情報提供を行う予
定です。

尾張

令和３年２月９日
　ＪＡ尾張中央は、検査員の高齢化により、現在の目視による検査が維持
困難になると考えており、新たに光センサーによる糖度測定ができる選果
機の導入を目指して検討を始めました。農業改良普及課は、これを機に、
グリーンセンターでの販売量を増やし、市場流通にはのせにくいＢ級品の
販売を強化することで農家の手取り収入を増加する提案をしています。新
品種「こまきゴールド」の導入とあわせて、前向きな議論が行われるよう
引き続き支援を続けていきます。

尾張

令和３年３月12日
　ＪＡ尾張中央もも栽培サポータークラブは、モモの「援農コントラク
ター（クラブ員による請負作業）制度」を開始しました。初日の摘蕾作業
は、ベテランのクラブ員６人が３ほ場に入り実施しました。これまではボ
ランティア活動（モモ果実のお礼）のみでしたが、有償の活動を加えるこ
とでクラブ員の定着・増加とクラブ活動の活性化を図ります。農業改良普
及課は、この取組が円滑に定着するよう、生産者、クラブ員、ＪＡ（事務
局）を支援していきます。

弾性ポールを設置する生産者

写真等なし

摘蕾作業をする園主（右端）とクラブ員
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４Ｈクラブ員、青空講義で経営戦略を学ぶ

一宮市

ダブル受賞報告！町も励みに

東浦町役場

(有)三浦園芸が「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」を導入

岡崎市

知多

令和３年２月28日　令和２年度に行われた日本農業賞で大賞を受賞したあぐりサービス代表
取締役小島誉久氏と、全国果樹技術・経営コンクールで農林水産大臣賞を
受賞した石田直人氏が、東浦町役場にて町長に受賞報告を行いました。そ
れぞれ、飼料作を生かした水田作経営、消費者ニーズを取り入れたブドウ
直売経営が評価されました。
　神谷町長は、今後もそれぞれの経営を発展させ、町の農業の活性化に取
り組んで欲しいと両者にエールを送りました。
　両者とも「地域と一体となって産地の活性化に励んでいきたい」、と言
葉を結びました。

西三河

令和３年２月11日　岡崎市で観葉植物の水耕栽培を行い、50名強を雇用する(有)三浦園芸が
「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」を導入。専門家の指導のもと、取組
宣言を策定しました。従業員の意欲向上や優秀な人材の確保、企業姿勢の
ＰＲを狙い、17の目標のうち、フレックスタイム制による子育て支援など
「人権・雇用」で４項目、災害時の物資供給・小中学校の体験学習受け入
れ・新興国の活性化支援など「地域貢献」で６項目、間伐材の活用や廃棄
資材の削減・再利用など「環境保全」で６項目を掲げています。今後、Ｗ
ｅｂサイトへの掲載等も予定しています。

尾張

令和３年２月28日
　尾張一宮４Ｈクラブは、互いの経営について理解を深めるため、クラブ
員同士のほ場視察を行っています。第２回目はクラブ員Ｓ氏の勤め先であ
る、いちごと米の生産法人 「（株）秀農業」を視察しました。加藤代表
による青空講義では、「一宮市内における直売場所の選び方」や「海外の
いちご生産からヒントを得た生産資材の選び方」などの経営戦略について
話していただきました。クラブ員からは「非常に刺激を受けた」と満足す
る声が上がりました。

事務所応接に設置された「ＳＤＧｓ宣言」

加藤代表（右）による青空講義の様子

町長に受賞報告した小島氏、石田氏
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コロナ禍の中、プロジェクト発表会が開催される

西三河農林水産事務所
農業改良普及課

福津農園の松澤氏が中日農業賞特別賞に輝く

新城市

砥神山みかんグループがせん定講習会を開催

蒲郡市

東三河

令和３年３月11日

　みかんのオーナー制を行っている「砥神山（とがみさん）みかんグルー
プ」主催のせん定講習会が開催されました。講習会では農業改良普及課職
員が講師となり、当地域の病害虫発生状況や対策について説明を行いまし
た。続いてせん定の手順やポイントについて説明を行った後、実技を通し
て指導しました。農家は枝の見分け方、切り方や樹高の切り下げ方法など
個々の悩みが解決し、せん定への理解が深まった様子でした。

西三河

令和３年３月２日　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和２年度の西三河４Ｈ連
協の活動は総会の書面決議、懇親会等中止により、会員の集まる機会があ
りませんでした。当初、プロジェクト発表会の開催も危ぶまれましたが、
感染症防止対策を十分に行い開催しました。
最優秀賞は、岡崎市４Ｈクラブの太田氏（イチゴ）が受賞しました。「灰
色かび病罹病果の削減」について、ハウス環境改善、農薬散布、肥培管理
など複合的に取組を実施したことが審査員に評価されました。
　連協役員からは「コロナ禍で準備等大変だったが、なんとかプロジェク
ト発表会が開催できて良かった。」など前向きな発言がありました。

新城設楽

令和３年２月25日
　第80回中日農業賞で「特別賞」を受賞した松澤氏は、新城市の福津農園
で有機農業を営んでいます。収穫された農産物は、主に豊橋市内で週２回
開催される有機朝市「いのちつなぐいちば」（主催：豊橋有機農業の会）
で販売され、消費者のもとに届けられます。一方、松澤氏は農家には果た
すべき社会的責任があるとして、地域の有機農業振興はもとより、農村の
環境保全や都市農村交流など、自身の経営の枠を越えた地域貢献活動にも
尽力しており、こうした点が高く評価されました。

最優秀賞を受賞した太田氏

講習会での指導の様子

有機朝市「いのちつなぐいちば」の様子
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田原市の渡会卓也氏　中日農業賞優秀賞を受賞

名古屋市

田原

令和3年3月4日
　第80回中日農業賞贈呈式が中日新聞社名古屋本社で行われ、渡会卓也氏
（32歳、田原市堀切町）が優秀賞を受賞しました。南半球原産の植物を鉢
物として商品化するととともに、商談会の開催やＳＮＳでの情報発信を通
して産地のＰＲに一役買っていることが評価されました。渡会氏は、「南
半球原産植物を広めることができ、大変嬉しく思う。他県の青年農業者の
取組を知ることで刺激になった。経営主として今後もより良い商品を作っ
ていきたい」と抱負を語りました。

授賞式の様子（上段右から二番目が渡会氏）
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